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長島周辺の動物プランクトン
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Abgtract

Theseasonalabundanceofzooplanktonwasinvestigatedasonｅｏｆｔｈｅｓｔｕｄｉｅｓｏｎぬuna
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緒 言

鹿児島大学水産学部付属水産実験所が1971年に長島に開設されて以来，長島周辺のプラン

クトン相に関する研究が進められている．八代海のプランクトンについては既に弘田ら

(1968,1970,1974）によって幾つかの報告が出されている．しかし沿岸水と外洋水の混合

がはげしく行なわれる長島周辺におけるプランクトンの調査報告例は少ない．筆者らは1974

年に６回にわたって同海域のプランクトン採集調査を実施し動物プランクトンの季節変動に

ついて若干の知見を得たのでここに報告する．本調査の実施にあたっては便宜を提供して頂

いた当時の長島水産実験所々長今井貞彦教授および中薗貫幸･加世堂照男両氏に深謝の意を

表する．

長島周辺海域の概要

長島は鹿児島県の西北部にあって出水郡に属し九州本土と天草下島の間にある島で面積は

91ｋm２，人口16000人余で，島は東町と長島町の２町に分れている．水産実験所は島の北端，

東町諸浦蛤潟の海岸に1971年に開設された．長島が本土と相対するところには急潮で名高い

黒の瀬戸があり，島の北部は乳ノ瀬を経て諸浦島と接し，北西部は長島海峡を経て天草諸島

に相対しており，いずれも潮流や海況の変動がはげしい水域である．長島の東側は八代海の
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南部に臨んでおり海底は浅く平坦で沿岸漁業が盛んである．対岸20キロメートルの所に水俣

市があり，かつてチッソ水俣工場の廃水による水銀中毒が発生して大きな社会間題になった

ことがある．

八代海南部における沿岸水と外洋水の交換は長島海峡と黒の瀬戸海峡を通じて行なわれて

いる．今回の調査地点は第１図に示すように７地点でその中Ｓｔ､１は最も深くて６７ｍ,Ｓｔ､４

が最も浅くて１４ｍ,その他の地点はいずれも３０～40ｍと全般的に浅い．第１図に示した矢

印は干満潮時における潮流の方向を示しておりＳｔ、１の長島海峡では潮流が３～７ノットに

達することがある．
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Fig.１．MapshowingthestationsinthevicimityofNagashima．

調査の方法

調査には水産実験所の調査船あづま（５トン）を使用し第１図に示した７カ所の調査地点

で海洋観測およびプランクトン採集を同時に実施した．採集には丸特式プランクトンネット

(口径４５ｃｍ,網地ＧＧ５４）と北原式定量ネット（口径22.5ｃｍ,網地ＸＸ１３）を用い前者は

水深２０ｍより表面まで，後者は水深５ｍから表面までの垂直採集を実施した．採集後は直

ちにホルマリンで固定して研究室にもち帰り，粗沈殿量，個体数測定を実施した．

長島周辺の海況

八代海南部は九州本土と長島・天草下島・天草上島に囲まれた海域で複雑な地形構造を示

す．八代海の北半は水深が浅く大部分が２０ｍ以浅であるのに対して八代海南部は20～５０ｍ
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Fig､２．Settlingvolumeofplankton(shownbythesizeofsquare）collectedinthevicinityof
Nagashima．

で全般的に深く長島海峡のＳｔ､１では７０ｍにも達している．外洋水は長島海峡と黒ノ瀬戸

から流入し干満の差が大きい．潮汐流も早くて長島海峡で７ノット，黒ノ瀬戸で4.5ノット

にも達する．このため海水の垂直混合も活発で水温・塩分ともに表層と底層でほとんど差が

みられず，溶存酸素も過飽和状態の場所が多い．
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税所・中馬・四宮：PlanktonatNagashima
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水温は３月に最も低く12.9.Ｃで８月に最高27.9。Ｃに達した６塩分は低温期の12月，３

月に高く34.46%･であるが３月～６月の水温上昇期には次第に低下し６月に32.80%oを示した．

水温・塩分は八代海北部や有明海に較べると変動の幅が少なく，その数値が高いことから外

洋水の影響が大きいものと思われる．これは透明度が１０ｍ～21ｍもあり八代海北部に比べ

て高いことともよく一致する．

動物プランクトンの季節変動

動物プランクトンの個体数は550/ｍ３から26600/ｍ３の間で変化したが平均して2000-

3000/ｍ３の割合であった．そして４月にはヤコウチュウ，８月には枝角類の増殖がみられ，

この時期には全体の個体数や沈殿量が著しく増加する．（第２図）

種類数は３月～６月にかけては少なく，６～13種であったが８月～12月にかけては11～２７

種が出現した．これは８月以降に暖海種かつ外洋性の種類が増加したためと思われる．

Table１．Seasonalvariationofzooplankton
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次に各月別における動物プランクトン群の変動を簡単に述べる．1974年３月には全般的に

コペポダが多く800～1450/ｍ３程度出現し，これは全体の50～70％を占める．次いでヤコウ

チュウが多く400-1700/ｍ３で20～50％であった．冷水性内湾性のものが多い．４月に入る

と引続いてヤコウチュウの増殖が著しく，Ｓｔ､４で24800/ｍ３程度出現しこのため沈殿量が著

しく増加した．この他にコペポダもよく出現するがいぜんとして冷水性内湾種が多い．６月

に入るとフジツポ幼生が増え始めさらにコペポダ，枝角類等が多く見られた．８月には枝角

類の増殖が目立ち，とくにＳｔ,３では10290/ｍ３で84％を占め，その他の地点でも60～80％

を占めている．場所によってはコペポダの多い地点（例えばＳｔ､４で52％）もあった．１０月

になるとコペポダが最も多く，平均1270/ｍ３程度で60～80％の占有率，次いでヤムシ，尾

虫類，各種幼生プランクトン群の順に出現する．ヤムシは500/ｍ３で調査期間中の最大値を

示した．１２月になると再びヤコウチュウ増殖がみられ平均4090/ｍ３程度の出現である．八

代海南部のみにみられ長島海峡（St､１）では全く出現しないがこれはＳｔ､１が外洋水の影響

下にあるためであろう．
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Table１．（３）
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Branchiostoma

fishegg
fishlarva

重要動物プランクトン群の季節変動

a・毛顎類Chaetognatha

ヤムシ類には水塊の指標種となるものが多く，本海域でも低温期と高温期にそれぞれ２種

類づつ出現した．低温期（３月～６月）はSZzg伽zcmssaf.〃α雄α伽蜘が優占しており，さ
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８月に出現したがいずれも少量であった．これに対して助α伽e属と鹿"飯α属はあきらか

な季節変動を示す．助α伽e〃o77c加α減は３月，４月の冷水期のみに出現し，助α伽ｅ蛇γ‐

騨伽αと庇刀倣zαひ加stγｊＳは６月～８月の高温期にだけ出現している．この２種は８月に

は10300/ｍ３にも達し最優占種であった．

c・榛脚類Copepoda

３月，４月，６月の低水温期には種類数．個体数ともに少ない．８月に入ると種類数が増

え，これに伴って個体数も増え，これが10月まで持続する．１２月に入ると水温降下に伴ない

個体数は減少する．出現種類としては低温期にはＡＣαγ"αｃ〃“Ｑｚ地""ｓＡｅ４ｇＤｍ冗成c"ｓ等

でとくにＡ､ｃ〃”は内湾性の性格が強い種類である．８月以後の高温期にのみ出現する種

類としてＡＣαγ"α'αc城ＣａとＡＣ”cα伽"sgj66eγが多かった．この他，少数種であるが黒潮

水塊指標種としてＣａ"伽cα地""Ｓｐａ”eγ,助Ｃａ肱""ｓｓ幼cmss"ｓ等があげられる．湾内で周

年出現する種類としてＲ”cα伽"Ｓｐａγ”s,ｃｂ肌αe"s城"ｊｓの２種がある．両種とも環境

変化に対する抵抗力の強い種類といえよう．

d・尾虫類Appendicularia

尾虫類のＯ雄”伽”属では明らかに季節変化がみられる．Ｏ波”伽、〃ＣｉＣαは12月，３

月，４月の低温期に多く，８月，１０月の高温期には少ない．逆にＯ姫Q'伽"ん昭jca”ぬ,Ｏ・

んs加γ加恋は黒潮水塊に多く見られる種類で，今回の調査でも６月，８月，１０月に多く出現

している．Ｆ１r"肋7･』α属ではＲｐｅ伽cj血が３月，４月の低温期にのみ出現している．Ｆ・

ん”jbszo"αは外洋水の影響の強い８月，１０月に出現しており同種が暖流外洋性であることを

示している．

考 察

日本沿岸の内湾に出現する動物プランクトンのうちで量的に最も豊富なのは多くの場合コ

ペポダであり，その分布状況と海況の間には密接な相互関係のあることが知られている．弘

田（1974）は1968～69年の調査をもとに八代海の動物プランクトンの分布状況と八代海の特

性について述べている．これによると動物プランクトンの出現量は地域的には北半の浅海域

が多く，季節的には秋季が豊富であり，その組成の大部分は有明海と同じくコペポダによっ

て占められている．コペポダの中ではＲ”cα〃""Ｓｐａγひ"s,ＡＣα戒αc地“,ＡＣαγ"α卿娩７℃Zea，

ＡＣαγｔｊａＰａＣ城Ｃａ，Ｏ肋o〃α”α"α，Ｏ肋O"ａｓ加伽，Cb7ycae"s峨伽，Ｃｂ,9ycaez‘ｓα"伽畑，

Ｍｃ”se蛇肋〃o7wgjcaなどいずれも日本内湾にきわめて普通に出現する種類が豊富である．

その他の動物プランクトンとしては尾虫類のＯ娩妙伽、伽ＣｉＣα,Ｏ娩叩加麺伽gjcα"血,枝

角類の勘"班ααひ伽s伽,ＳａｇｊｔＺａｅ城ａｔαなどもかなり採集されている．今回の筆者らの調

査でもほぼ同様の種類が出現しその分布状態がみられ，この傾向は八代海ではかなり恒常的

なものであると思われる．八代海南半部ではＣｂ,ycaez‘s峨紬その他のＣｂ７ｙｃａｅ"sspp・が

みられたが，これは長島周辺の海域が外洋水の影響を強く受けていることを示している．外

洋性コペポダ例えばＣａ"醜ocα〃""Ｓｐａ”e乃助cα〃”scmss"S,助Ｃａ地""ss"6cmss"s,ＡＣ”‐

cα〃""ｓｇ肋eγ,Ｈ”cα地”saczjjeα”ｓなどが八代海南部のみに出現し，北部には分布がお

よんでいない点から，外洋水の影響は八代海南部で強く表われており，ことに長島海峡から
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の出入が著しいことがわかる．以上の考察から八代海南部，長島周辺の動物プランクトン相

と海況との関連は次のように要約できよう．

八代海南部や長島近海は水温・塩分ともに八代海北部にくらべて高く，かつその変動幅も

少ない．表層と底層の差も少なく垂直混合が活発に行なわれており，溶存酸素量も高くしば

しば過飽和状態である．プランクトン沈殿量は比較的に少なく，周年1.0～2.0ｃｃ/5mhaul

程度でこのため透明度が高く冬期には２０ｍにも達する．プランクトン総個体数は３月～６

月の低温期にはヤコウチュウにより，また高温期の８月～10月には枝角類の増殖によりそれ

ぞれ著しい増減が見られる．コペポダは低温期（３月～６月）に個体数が多く，ＡＣα戒a

cjα”,Qzjα〃"sＭｇＯ伽α伽ｓ等が優占する．また高温期（８～10月）にはＡＣαγ血Ｐａｃ坂Ｃａ，

ＡＣ7℃cα地祁"ｓｇ肋eγ等が多い．季節に余り左右されず周年出現するものとしてはＲｚｍｃａ敗一

”Ｓｐａγひ"s,Ｃｂ柳αe"s峨赫等があげられる．
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